No.2   <<　ハル >>　レスキュー顛末記　　 　H F　2010年5月
2010年5月3日の大型連休の最中に、突然、KＴ氏が我が家を訪ねてきた。KＴ氏は「私も迷子の犬の里親探しを始めました。」と迷い犬を掲載した保健所のチラシを何枚か持ち、知り合いに協力を要請して歩いているところだという。
チラシには２カ月も前から長野市保健所に収容されていると書いてあるので、「よく処分されてしまわないでいたものですね。」というと、保健所に頼んでこの犬を置いてもらっているそうだ。
法律によると、犬の譲渡が見込まれる場合は保護団体や個人が保健所に申請して、犬を引き取り里親を探している間は処分せずにしておけるようだ。KＴ氏も保健所に頼みこんで引き延ばしているのだ。犬は自宅には置けない状態なので保健所に置いてもらい里親を緊急に探している状態であった。
私は、1週間まえに会長から、「犬を飼いたい人がいる」と言われていることを思い出しました。もしかして、この犬の里親になってくれるのではないかと思い、その人MHさんに連絡をして欲しいと頼みました。MHさんも犬を飼いたい人に頼まれて犬を探していたそうです。
MHさんは特に保護された犬や猫を救いたいとの思いがある方で、新しい飼い主さんに是非この犬を助けて欲しいとすすめてくれました。
新しい飼い主さんは大変犬に理解がある方で成犬でも飼うと言われましたので、5月6日に無事、KＴ氏、MHさんらにより保健所からこの犬を引き出しました。そして里親さんの自宅にこの犬を届けて飼育を託しました。
今回は幸運が重なり、保護犬を長期にわたり飼育できたことで、保護している人、飼いたい人、また、その中間にいた人が愛犬くらぶのネツトワークでうまくつながり新しい飼い主が見つかりました。もちろん、この犬をなんとか助けたいと思う人達がそれぞれに、迅速に動いた努力が実を結んだものです。これも愛犬クラブがなければ、まだ、この犬は保健所で暮らすか、殺されてしまうかの運命でした。
現在、我が家には、「けん」、「キュー」、「シロ」の3頭の犬がおり、夫婦で面倒をみております。いずれも保健所に収容されていた犬や捨てられて保護されていた犬です。

年齢も、どんな飼い方をされたかもわかりませんが、どの犬も過酷な運命をくぐり抜けて我が家にきました。今では3頭とも何の問題もなく穏やかに安心して暮らしています。
私達夫婦で、この犬達のレスキューをしたのですが当初はいろいろな心配をしながらの保護活動でした。しかし、飼いはじめると犬は助けられた事がよくわかるようで、すぐに我が家のルールに合わせてきます。

最初にレスキューした「キュー」はラヴラドールのメスで１年半ほど前に上田保健所に収容されていました。極寒の２月、菅平高原の山中をとぼとぼと歩いているところを、保護されました。迷い犬ではなく、おそらく捨てられたのだろうとのことです。少し前に亡くなったわが家に飼われていた犬に似たところがあり、インターネツト上に載った写真を見ながら飼い主は現れるかどうか気にしておりましたが、１週間の公示期間を過ぎてもやはりだめでした。
こういう時期に偶然見つけた犬に縁を感じて、今なら保健所から引き出して飼えるねと夫婦でレスキューすることにしました。
まずは保健所に出向いて犬を見せてもらいましたが、犬の方からすり寄ってくるぐらいの人なつこい穏やかな性格でした。年齢は８歳ぐらいでしたが、すごく元気で、これなら問題はないと思い飼う事にしました。
高齢犬なのですが、飼い主である私達の年齢も考慮したうえでのことです。新たに犬を飼う時には６０代の飼い主なら犬の寿命は１０年以上あることを考えれば、子犬から飼うことは無理なことだと気がついて欲しいとおもいます。家族がいて協力してくれれば別ですがわが家は２人住まいなので後々の事を考えて高齢犬のほうが好都合かなと思いました。
犬を保健所から引き出したら、嬉しそうに車に乗り込んできました。車の中でもおとなしくしておりました。すぐに動物病院に連れて行き診断をうけましたが、病気は見つからず安心しました。我が家に連れてゆき、以前に飼っていた犬が使っていた犬小屋に入れて様子をみましたが十分満足しているようで、すぐに慣れました。
唯一つ困ったことは放浪していた時に寒さを凌ぐために牛小屋にもぐりこんだようで
体中に牛糞がこびりついており、来た当初にはその臭さには閉口しました。
最初は体を拭いてやりましたが、３日間ほどで我々に慣れて信頼関係ができたので、風呂場につれてゆきシャンプーしたところ見事に綺麗になりブランド犬に変身しました。
山の中を放浪したせいで骨が見えるほどやせていましたが１週間もたつと元の体重に戻り前から住んでいるような顔つきになりました。
最初は「お座り」、「待て」、など日本語で命令しても聞かないのでおかしいなと思い、「sit・シット」と言ったら、すぐにお座りをしました。前の飼い主は派遣切りの外国人で帰国するので、しかたなく捨てたのかなと想像しながら、こんな良い犬も捨てられている現状を何とかしなればという思いがいたします。
保護するに際には気をつけなければならないこともありますが、成犬でも飼い始めると子犬から育てるのと同様に飼えることが分かります。皆様もこの愛犬くらぶのネツトワークをフルに使い、それぞれの力を合わせて、是非、１頭でもレスキューできれば良いなと願うものです。
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No.3       良かったね　<<　ハル >>　　　M H　　2010/05/10

職場の同僚のTMさんが犬を飼いたいと聞いたので、「善光寺かいわい愛犬くらぶ」のHWさんへ伝えたところ、すぐに返事があり、長野市保健所で3月15日から5月6日まで保護されていた雌犬「ハナ・仮称」が新しい飼い主へ引き取られました。
今回の「ハナ」の救出は5名が関与したリレーでした。
ハナの行き先が決まるまでの経緯は、TMさん　→　MH　→　HWさん→　HFさん→　KTさん→　保健所へ。

なんとかしてハナを助けたいと願う方々による素早いリレーがあり、ハナは安住の地となる葡萄栽培をしているTMさん宅へ引き取られました。
その間の通信文の一例です。
HW 様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発信者　HF  　2010/05/03
犬を飼いたい方がいるとの事ですが、本日、犬のレスキューに奔走しているKTさんが見えまして、おとなしい犬が長期間、保護されているそうです。

その犬は、現在、長野市保健所にいて、新しい飼い主をさがしています。

私は、見ていませんが、中型の雑種、メスです。3，4歳ぐらいだそうです。

すでに保護してから二カ月たちますので、なんとか引き取りを、お願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　犬を飼いたいＴＭさんの希望は「子犬」でしたが、長期間、保護されているハナの話を聞いて、即座に引き取りを承諾しました。

私は、ＴＭさんから引き取りに関わる総てを委託されたので、昼休みに保健所へ行き、ハナに会い、勤務が終ってから17:30に引き取りに訪れることにしました。
ハナに会う時、ハナが収容されている所で、もしも、他に引き取り手の無い犬が居ると目に入って悲しいので、他の犬に出会わないようにハナを収容場所の外へ出していただいて柵越しに会いました。
この時、保健所の係員から、犬の引き取りについての注意事項が口頭で説明されましたが、強い口調で厳しい内容でした。犬を引き取る人の中には過去に無責任な輩がいたことは想像できますが、あれほど厳しい内容を言われれば、気の弱い者なら「引き取りは止めます」と言うのではないでしょうか。過去に何回か引き取りの経験があるHFさんも同様の感想です。この件については関係方面へ、その旨を伝えて改善を要望しました。
ハナは、すぐに、ここを出られると感じたのか、係りの方に引かれて元の場所へ帰るのを嫌がって抵抗していました。
　保健所は5時までの引き取りであり、私は、勤務後の5時30分過ぎの到着なので、5時までにKTさんが引き取り、保健所の前でKTさんから私が受け取りました。
午後6時、柵の外へ出たハナは一目散に車へ飛び乗りました。
幾度か、犬を引き取った経験があるHFさんは、犬は保健所の保護施設を訪れる人が、見に来た人か、引き取ってくれる人かを見分けると言います。また、保健所から出て車に乗る時は、嬉しさに一段と表情が変わると。
ハナの里親のTMさん宅へは車で30分ですが、当初、車中でハナの様子が心配なのでKT さんも同乗してくださる予定でしたが、私の友人が同行してくれたので、ここでハナの里親探しに二カ月間も奔走していただいたKTさんと別れました。
到着まで友人がハナを抱いていましたが、ハナはずっと静かでした。喉が渇くのかハアーハアーと息をしていました。
TMさん宅では家族全員4人で出迎えです。すでに手作りの真新しい犬小屋があり、オヤツも用意され、喉が渇くだろうと置かれた水をガブガブ飲みました。
ハナの保健所での顔、車に乗り込む時の顔、TMさん宅へ到着してからの穏やかな顔、順次、安心して変化するハナの表情が心に残っています。
ハナは、まったく希望の無い環境から、安住の地、安住の家、終の棲家に落ち着いた事が分かるのでしょう。ハナは本当に穏やかな顔になりました。
保健所の方が、「エサを食べている時に手を出すと噛むから注意してください」と言われましたが、オヤツを食べながら、そんな気配も無く、まったく穏やかな態度でした。
TMさん宅は巨峰栽培をしており、「秋には、必ず、葡萄狩りに来てください、ハナに会いにきてください」と言われ、15分ほどで帰途につきました。
帰途の車中からKTさんへ引き渡し終了の報告をして感銘と安堵の一日が終りました。
私は、長年に渡り、愛猫派ですが、今回、犬のハナの救出リレーに関わり、改めて動物たちの生命の尊厳と、果かなさを感じるとともに、弱い命を大切にしようとする方々の活動に参加できたことを嬉しく思います。
繰り返しますが、物言わぬハナの安心した表情が、心に残っています。

8日後の、5月14日、12:10  新たな飼い主のTMさんから「ハナはとても良い子です。ハルと名付けて、通称はオハルチャン、家族の一員となりました」と知らせがありました。
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